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1) Gross Structure の再形成
三次構造(骨格構造)は変性剤の除去と共に即座に形成される。乙のとき本来分子内部に埋
もれているトリプトファン，チロシン残基の約半分だけ分子内部に埋めこまれる。
2) Fine Structure の再形成


























一方 -s-s- 交換酵素の存在が再生を促進するという説に対しての， この酵素がジスルフィド
結合をもたない蛋白すなわち枯草菌 αーアミラーゼの再生を促進することを指摘しまた変性蛋白
質の再生がきわめて低濃度よりも若干濃度の高いところでよく進むことから回復過程に対する共
存蛋白質の相互作用による疎水結合，水素結合等の交換が促進されるものと推論している。
以上油谷君の研究は多くの興味ある事実の発見によって蛋白質化学に寄与しているので理学博
士の学位論文として十分価値あるものと認めた。
-72-
